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出版物取次業務における漢字プリンタの適用
Application of the KANJIPrinter tothe Publication

Distribution SYStem

従来,出版物取次業界では,取引先に対するサービス向上と物流部門での作業の

正確化,省力化をねらいとした,漢字プリンタの利用が強く要望されていた｡これ

までは,漢字プリンタの経済性が悪く,この要望を実現できなかったものである｡

東京出版販売株式会社では,漢字プリンタ適用の強いニ∽ズに対処するために,

日立製作所で新しく開発されたレーザ原理を応用した高速漢字プリンタ･システム

"H-8196'1を利用して,漢字情報処理システムの開発に取り組んでいる｡

当初は,伝票発行に適用することから始め,昭和53年4月に第一一次計画を稼動さ

せた｡

実施後まだ日が浅く,経験と技術の蓄積が十分であるとは言えないが,ここにけ1

版物取次業務でのi英字プリンタの適用事例について述べる｡

□ 緒 言

束京出版販売株式会社(以下,東販と略す)では,昭和53年

4月からi英字プリンタの利用を開始した｡

従来のデ”タ処理の中に,漢字データを取り込んだ単なる

イム票発行業務からシステム開発に着手し,しだいに適用分野

を拡卦ミして文章処理をも含む高度利用へと展開すべく,シス

テム開発を進めている｡

当面の漢字プリンタ利用のねらいは,取引先に対するサー

ビスの向】Lと物流部門での作業の正確化,省力化にある｡

漢字プリンタの導入は,その経済怖が問題となって普及が阻

まれていたが,東販では,｢火星データ処理+に支えられて,

情報処理システムの一環に組み込むことが可能となった｡

そこで,東販での漢字プリンタ適用のねらし､と計画,漢字

情報処理システムの概要について紹介する｡
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日 出版物取二次業務の特長

臼_1版物の流通構造の特長は,出版社と書店の間に存心三する

卸間崖(業界では取次店と称しているが,ここでは以‾F,販

売会社と言う)が,二次問屋,三次問屋というように分化さ

れていないため,比較的簡明な流通経路になっている一山二あ

る｡図1にrl-1版物の流通経路を,また表1に7克通子ャネルの

取扱占有率をホす｡止偉ルートと呼ばれる｢出版社～販売会

社～書店+の流れが大部分を占め,このうち,全体の約73%

がこのルートにのって,読者の手に届けられている｡このよ

うに,販売会社が強大な流通機能を備え,出版物の流通を-一

手に引き受け,太いラ充通パイプの役割を果たしている｡

もう一つの特長は,出版物の大部分が委託制度によって販

売されていることである｡委託制度の特色は,｢委託期間満

了によって商品代金の精算を行なう+ことにあり,売れ残り
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図l 出版物の流通経路 出版社(メーカ【)と書店との間には,賊売会社が存在するが,二次問屋,三次

問屋がなく,簡単な流通経路となっているのが特長である｡
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表l流通チャネルの取扱占有率 出版物の流通経路は.正常ルート

が大部分･を占める｡

;流 通 ル ー ト 取 扱 占 有 率(%)

正 常 ル ー

ト 7 2.5

月 販 ル ー

ト 8.0

教 科 書 ル ート 5.5

生 協 ル ー ト 5.5

弘 済 会 ル
ー

ト 2.5

新聞販売店ルート 2.5

直 見反 ル ー ト 2.0

輸 出 ル ー

ト l.5

ス タ ン ド ルート (正常ルートに含む)

注:通商産業省商業統計より

表2 出版物の生産量(昭和弊～≡‰) 出版物の生産量は膨大であり,

物流の合理化が課題となっている｡

種 類 発 行 点 数 冊 数

書 籍 33.429 8億5.246万冊

月 刊 誌 l.446/月平均 12億3′774万冊

週 刊 誌 56/月平均 l】億7-5了l万冊

;主:出版科学研究所調べ

品は返品が可能となる｡一方,買切制度は主に受注品に適用

され,返品が不可能である｡これらの制度のもとに,多種多

様な出版物が市販され,膨大な生産量となっている｡表2に

出版物の生産量を示す｡しかし,生産形態は多品種少量生産

である｡

8 東販の機能

前述のように,出版社と書店を結ぶ販売会社の役割は重要

である｡業界第一位を占める東販の使命は,全国に散在する

出 版 社

約3,000社

(約2.500社)

企画情報
仕入れ交渉･商品搬入

売行き情報
返品･仕入れ代金支払

書店に,正確迅速に,しかも適正に出版物を配送することに

ある｡東販の機能を大別すると,図2に示すように,

(1)商的流通機能

(2)物的流通機能

(3)情報ラ充通機能

に集約することができる｡束販が,流通機構の中枢位置を占

めることにより,膨大な業務処理が必須となる背景のもとで,

ニれらの諸機能を有機的に結合し,よりよくコ･ントロールし

ていくためには,業務の合理化･機寸戒化を必要とした｡

このため東販では,創立(昭和24年9月)間もない昭和25

年3月｢能率管理委員会+を設置し,業務改善の検討に着手

した｡

作業面での機械化は,昭和27年に運搬コンベヤによる雑誌

発送作業に始まr),以後,発送～梱包～運搬と一貫した合理

化を進め,物流作業の完全自動化を目指している｡

事務面での機械化は,昭和29年にPunched Card System

(以下,PCSと略す)による雑誌送品事務に始まり,以後,･

適用業務の拡張と機器のレベル･アップを行ない,総合情報

処理システム化ほ,昭和43年HITAC8300を導入したことに

より実施開始となった｡

東販での情報処理システムの体系は,図3に示すとおり,

仕入管理システム,販売管理システム,物流管理システム及

び業績評価システムに大別される｡それぞれの管理システム

は更に細分化されて,日々のオペレーショナルな個別の業務

システムが設定されている｡

ロ 漢字プリンタ利用のねらい

東販では,毎日委託扱い商品が入荷し.これを全国約8,000

店に及ぶ書店に配送している｡これらの物流作業は,コンピ

ュータ･システムによりコントロールされ,コンピュータ･

アウトプット帳票により作業が進められている｡

従来の片仮名による帳票では,社内での事務･作業はもと

より,対外的にみても不便が感じられているため,それぞれ

で多少の非能率さが現われていた｡このため,漢字による帳

票作成が強く要望され,またアプリケーションの範囲から考

葡的流通機能

†.出版社に対する販売代行の役割

2.小売書店に対する仕入れ代行の役割
3.金融の横能(代金回収と支払)

物.的流通機能

1.商品の搬入 4.商品の在庫
2.商品の仕訳･梱包 5.返品処理
3.商品の配達

情報流通機能

1.市場調査･分析 4.コンサルティング
2.売行き状況把握
3,販売促進

図2 東販の機能概要 東販の機能は,商的流通機能と物的流通機能及び情報流通機能に大別できる｡
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配本予測･送品

販売促進

受注･売行き傾向
返品･願売代金回収

小 売.書 店

約20,000書店

(約軋000書店)

注;括弧内は東販の取引出版社･書店免を示す｡
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インプット
データニキごヤサリ ンクー

○㊥0㊦⑤

･販売管理システム

配 本 業 務

送 品 業 務

販売計算業務

支店受注
送品在庫管理システム

大 阪 支 社

名古屋支店

各サービスセンター

漸次拡大

仕入れ業務

仕入れ計算業務

出版社返品業務

物涜管理システム

書籍発送業務

雑誌発送業務

書籍託送業務

雑誌託送業務

人事情報管理

給 与計 算

株 式 業 務

固定資産業務

売上日計

仕入れ日計

取引月報

仕入れ月報

販売部数

統 計

地域別統計

漢字プリンタ ラインプリンタ

アウトプット

○

販

宛名紙

注:略字説明
KP=Key Punch

OMR=OpticalMark Reader

･OCR=OpticalCharacte｢Reader
POS=Point o†Sale$

MT=Magnetic Tap8

図3 情報処理システム

体系 東販の情報処理シ

ステム体系は.イ土人れ管王里シ

ステム.販売管王里システム,

物流管理システム,菓練評価

システム及びその他から構成

されている∩

垂
E∃

店
(郵送)

注:送品票,返品伝票,新刊ご案内などは箱詰めされる｡

物流業者

返品伝票

仕入れ伝票 社

えても,漢字の利用は広範なものとなり,物流作業に付随す

る帳票のなかには,漢字でなければならないものがあった｡

そのために,コンピュータ処理が一時手作業に移り,中断さ

れ,一貫処理となるシステムを構築できにくい点もあったこ

とから,数年前からi実字システムの研究を続けてきた｡市販

されてし-た従来のものでは,大量データ処ヨ翌を行なう東販の

場合,能力的にみても不十分であr),かつ漢字品質の点で不

満足なところが生じ,これらを補うためにはコストがかかり

すぎ経済性を損うなどの欠点があるために,日立製作所に対

して東販に適J芯できる漢字プリンタの開発を依頼した｡数年

にわたる共同研究の結果,昭和52年製品化の見通しがつき,

昭和53年3月に導入,設置,テストを始め,4月から本番と

図4 漢字プリンタで扱

う帳票菜頁の動き 送品

票,新刊ご案内,出荷案内票

などは書店に対するサービス

向上であり,送品票と宛名紙

などは物流作美での正確化,

省力化がねらいである｡

して実施の運びとなった｡

漢字プリンタ･システム採用のねらいは,コンピュータ･

アウトプットの諸帳票を漢字表現にして見やすくすることに

より,社内的には事務･作業の能率向上を図り,社外的には

サービス面での向上を図ることである｡二つには,高速印刷

の特長を生かし,従来コンピュータ作成ができなかった宛名

紙を荷姿個数だけの必要枚数だけ印刷し,しかも必要情報を

人手をかけずに記載することにより,発送作業の合理化,事

故防止,むだの排除などを図り.省力化に結びつけられるこ

とである｡三つには,片仮名表現のために従来提供しにくか

った諸資料が,漢字表現とすることによって利用価値が高ま

り,コンピュータ作成資料の有効提供を可能とし,営業活動
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出荷

.芙

盛琴

嘲

人-J

芙 梱包

宛名紙貼付

漢字
プリンタ

I
送品票

く-
磁気

テープ

/
送品票

宛名紙

真

送品票

紙 ダンボール供給

積込み作美

ノ案内

＼

仁王

真盛夢

宛名紙貼付

区15 発送作業のう売れ 配送センタは,ベルトコンペヤ･ラインを中心に作業が組み立てられており,発

送作業は送品票に基づいて実施される｡

で好影響を与えるものと考えられることである｡川つには,

出版情報(例えば,図書目録,書籍検索リストなど)の加工処

理で,文章処理を併せ行なえることから,コンピュータ利用

に新しいア70リケーションが考えられ,商流･物流に関する

情報以外の,いわゆる出版情報生産提供サービス業務への通

が開かれることである｡これに関しては,今後の課題として

現在のところではなんら具体的なものはないが,いずれはこ

の分野への積極的なアプローチを進める予定でいる｡

表3 作業手順表 配送センタでの作業は.単純作業の組合せであり,ベ

ルトコンペヤ･システムが中′むとなっている｡

作 業 作 業 内 容

1.現品はトレー･コンベヤで3階へ運ぷ｡
l受 晶

2.倉庫と店売へはエレベーターで送り込む｡
■

▼

1.作業表に基づいて,フォークリフトでコンペヤ･サイトに現品を
l発送準備 並べる｡

1.送品票,宛名紙を見台にセットしてコンベヤに流す｡

l発 送 2.送品票の記号を見て,その部数をケースに入れる｡

3.1個出Lの指示あるところで宛名紙2枚をはさみ,ケースを中央コ

ンベヤに押L出す｡

4.箱結調整員は,中央コンベヤのケースを調整台に取り,宛名紙を

貼り,手直LをLたあと蓋をL,梱包向けコンベヤに押L出す｡

1.テープ梱包する｡

l梱 包
2.梱包後仕分けコンベヤに流す｡

■

▼

1.出荷区分別にパレットに積む｡
l仕分け 2.満載パレットはフォークリフトで集積場へ運ぷ｡

■

l 1.輸送計画表に基づき運送会社にあらかじめ出荷時問を連絡してあ

l出 荷 る｡

2.積込時に,個数のチェックを行なう｡
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図4に漢字プリンタで扱う帳票類の動きを示す｡これらの

中で,送品票と新刊ご案内,出荷案内票などは書店に対する

サービスの向上である｡片仮名‾文字帳票の見づらさ,不便さ

を解消し,｢書名が分かr)にくい+などの不満をなくす点にね

らいがある｡また送品票と宛名紙は物流処理面での作業の正

確化と省力化がねらいである｡図5は発送作業のi売れを示し

ている｡また表3はそれらの作業手J憤を示したものである｡

発送作業は送品票に基づいてケースに現品を入れ,宛名紙を

貼る作業が中心となる｡従来は,送品票(片仮名文字印字)は

コンビュMタで出力していたが,宛名紙は事前印刷してある

ものから,作業員が送品票に基づき宛名紙揃えを人手で実施

していた｡このため,往々にして間違いも生じやすく,また

宛名紙には追加情報を記入するので多少手間がかかるため,

機械化の要請が出されていた｡

田 漢字プリンタ適用計画

漢字プリンタ適用業務については,昭和52年11月から本格

的作業に人り,次のものの開発に着手した｡

(1)第一次計画‥

(2)第∴次計画‥

(3)第,三i欠計画‥

表4にi英字プリ

…=書籍送品票と書籍返品票,書籍新刊ご

案内など｡

‥…雑誌送品票と雑誌宛名紙,書籍宛名紙,

出荷案内票など｡

‥…各種諸帳票

ンタの適用計画をまとめた｡第一i欠計画で

対象とした書籍関係の伝票の発行量は,月間約100■万枚であ

り,高速漢字プリンタの活用で初めて実現可能となった｡図

6にi英字プリンタで出力した伝票を示した｡これは,書店へ

のサービス向上をねらいとして開発したものであり,昭和53

年4月に稼動を開始した｡

第二次計画は雑誌が主体であるが,宛名紙については,引

き続き開発に着手している｡現状の宛名紙の例を図7に示す｡



表4 漢字プリンタの適用計画 当初の計画は,書店に対するサービ

ス向上と物流作業の正確化,省力化がねらいである｡

熊 頭 送 品 票 匡垂≡∃

良二旦_ニュ土上㌍+▼旦_リヱ▼㌍(ぷ言)匪♯
抑妃東五軒町53 申★支出版旭光株式全社

返 品 期 限

3† 5′】3

送品中万一相途がありました節は必ずこの送品罪を添メ.て即時お中性しください

青臭日に重り不書写のお中也Lがありましてもその兼に応じかl⊃ます｡

図6 送品票の漢字プリンタ出力の例 送品票の印字サンプルを示す｡

タブレット式文字盤

一

■

一

-
-
■
+

紙 テ ー プ 出 力

H-柑11

｢‾‾‾‾

1

1

1

1

l

l

1

1

1

1

1

1

1
1

1
+_

-10形漢字入力装置

磁気

ープ入力

‾…｢1

コントロール･ソフトウェア

漢字プリンタ制御装置

漢 字 プリ ン タ

H-8196

=-8926漢字プリンタ･システム

1

1

1

1

1

】

】

l

1

1

1

l

_.......+

非漢字入力データ

漢字入 力デー タ
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単なる伝票発行のi英字化と異なり,漢字プリンタで図形記号

を拭うシステムが想忘三され,開発が進められている｡

第二次計画までは,従来の情報処理システムでの片仙名の

入出力を漢字に変える漢字データ処理が中心であったが,今

後は,それらの延長線+L二にある未着手部分の拡づ上之と同時に,

文字を情報伝達の手段としている分野でのアプリケーション

である編集処理の分野への拡張も開発する予定である｡

田 漢字情報処玉里システム

摸字情報処】璽を行なうためには,汎用コンピュータで容易

に処理できることが大前提である｡そのためには,漢字を処

王里しやすい形で入力するi英字入力装置と漢字を目的に合った

形に処理するソフトウェア.高速度･高印字品質で出力する

漢字入力プログラム

･コード変換

･モニタ出力など
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H什AC8350コンピュータ･システム

業務処理プログラム

･入力チェック

･ファイル更新など

業務処理プログラム

･編集処理
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図7 現状の宛名

紙の例 現状使

用Lている宛名紙で

あり,漢字プリンタ

で出力するシステム

の開発に着手してい

る｡手作業レベルで

は,多くの種類があ

り,標準化が磯1戎化

の鍵である｡

図8 漢字情報処

王里システム概念図

東販の漢字情報処理

システムは.〉莫字入

力装置,漢字プリン

タ･システム及びホ

スト･コンピュータ･

システムから構成さ

れている｡ソフトウ

ェアはEDOS-MSO

(Extended Disk Op-

e｢ating System

Multi-Stage Ope｢a-

tions)である｡
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図9 漢字マスタファイルの構成 東販が,当面使用する漢字マスタ

は,書店漢字マスタ,出版社漢字マスタ及び書籍名漢字マスタに大別される｡

漢字70リンタが必要条件となる｡システム形態としては,オ

ンライン構成とオフライン構成が考えられるが,東販では設備

条件と運用条件の制約があり,オフライン形式の漢字プリン

タを導入した｡図8に漢字情報処理システム概念図を示す｡

漢字を含むマスタファイルを図9に示した｡今までに開発

が終了し,運用中のプログラムに,できるだけ影響を与えな

いことを設計方針とした｡このため,従来のマスタと漢字用

マスタは一部情報の重複があるが,システム開発は短期間で

行なえた｡情報重複の問題は,別途データベースという視点

からアプローチする予定である｡

文字種容量は4,000字種あるが,書店名,誌名などの固有

名詞を扱うため,これでは不足する｡東販で当面使用する文

字種は3,902字である｡今後,アプリケーションの拡張に合

わせて,使用文字種の拡張も行なわれる｡このため,出力外

字が必要となるが,当初は383字を出力外字として扱う｡出

力外字については,売上高上位200書店で必要となる漢字を

主体に選定した｡

H-1811-10形漢字入力装置では,入力可能な文字種類は記

号も含めて3,072字である｡子葉字入力装置の盤面に収容する

3,072字の選択は使用圭頃度を主体に選択した｡
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外部センタ漢字

外部センタ入力内字

共有漢字

平仮名に翻訳 入力外字

(東 販) (外部センタ)

東販では,漢字マスタ作成のための漢字入力について,一

部外部センタを利用した｡外部センタに漢字入力を依頼する

場合は,互いの漢字情報処理システムが一般には異なるた

め,種々の配慮が事前に必要となる｡図10は漢字入力につい

て外部センタ利用時に発生する問題点の概念図である｡相互

に,使用する漢字字種の相違や外部センタが使用できる入力

内字の制限,使用する漢字コードの相違があり,これらについ

て,どう対処するかを事前に取り決めなければならない｡

Id 結 言

東販の漢字情報処理システムは,第一次計画の目的を果た

し,引き続き第二次計画の開発を推進している｡

しかし,本格的な漢字情報処理システムの全社的な開発運

用はこれからであり,今後の課題がむしろ困難な問題である

と考え,これらに着実に対処しなければならない｡

漢字情報処理システムのレベル･アップを図るためには,

ホスト･コンピュータ側のソフトウェアに左右される｡処理

内容が住所,書店名,出版社名,書籍名などの漢字化を対象

としたデ【タ処理から,禁則処理や振り仮名付けなどの編集

処理を含む文章処理へと,利用効果の高度化を図るためには,

(1)漢字入力編集機能

(2)i英字編集機能

(3)外字処理機能

(4)書式オーバレイゼネレータ機能

(5)漢字ライブラリ保守機能

など,VOS2(VirtualStorage Operating System2)で

の漢字情報処理用ソフトウェアを活用したシステム開発の努

力が必要であろう｡

更に,経営情報システム構築に必要なデータベース･シス

テムと漢字情報処理システムとの結合を図り,管理情報の質

的向上に対処していきたいと考えている｡

以上,東販の漢字情報処玉里システムの現二状と今後の課題に

ついて述べた｡取り扱う文字がPCS時代のローマ字から,

片仮名文字を経て,漢字へと進展してきたが,ようやくコンピ

ュータ･片仮名文字文化を脱却し,エンド･ユーザーの要望

にこたえられる漢字処理の時代が実現しつつあると言える｡

限られた説明内容ではあるが,出版物取i欠業界での漢字プリ

ンタの適用事例について,ここに紹介した次第である｡
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東販漢字 ｢ 入力時に出現する漢字

入力外字
出力外字

(外部センタ)

コ
ー
ド
変
換

図川 外部センタ利用時の漢字

入力概念図 外部センタを利用し

て入力データを作成する場合には,相

互の漢字プリンタ･システムが通常異

なるため,事前に種々の配慮が必要と

なる｡




